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試験研究事例 基盤研究 
量子線によるプラスチック製品の   
高次構造解析に係る試験研究事業   
【H29～R1】 

支援先 

プラスチック関連製造企業等 

 

【研究の背景】 
プラスチックの製品は，使用する環境によって劣化の進み具合

が大きく変わります。例えば，紫外線が当たる環境に置いておく

と，プラスチックを構成する分子同士を繋ぐ鎖が切断されて，強

度や伸びが徐々に低下してしまいます。この様な劣化のメカニズ

ムを解明するため，高次構造に着目した研究を進めています。 

 
【研究目的】 

本研究では，プラスチックに外部から負荷を与えた時に起こる

高次構造の変化に着目し，劣化が進んだプラスチックの高次構造

と強度との関連性を調べることで，劣化しにくいプラスチック製

品にするための成形条件の取得を目指しています。 

 
【研究内容】 

様々な製品に広く使われているポリプロピレン（以下 PP）を原料とし，成形する際の射出速度

を変えて，表層の結晶構造が異なるサンプルを 2種作製しました。それぞれのサンプルに対して紫

外線を照射し（図 1），照射時間ごとに X線回折(図 2)による結晶構造解析と三点曲げによる強度試

験，FT-IR測定による構造解析を実施しました。 

X線回折の結果から，射出速度の違いによって，成形品表層の結晶構造が変わっていることが確

認できました（図 3）。また，三点曲げ試験及び FT-IR測定の結果から，表層の結晶構造にかかわら

ず，どちらの成形品も 387 時間紫外線を照射すると物性が低下し，試料表面の酸化が進行している

ことがわかりました(図 4，図 5)。しかしながら，物性の低下と酸化は，進行度合いが一致してお

らず，紫外線照射による物性の低下は，酸化以外の影響の可能性があることがわかりました。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【今後の展開】 
今後は，紫外線による影響と結晶構造の関連性を劣化メカニズムから明確化することを試みま

す。また，PPの解析で得られた知見を活かして，自動車関連にも多く使用されているスーパーエ

ンプラの PPS樹脂についても調べる予定です。 
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図２ X線回折装置 

図５ FT-IR 測定結果 図４ 曲げ試験結果 

v=50 mm/s 

v=250 mm/s 

図３ 成形条件と結晶構造 

図１ 耐候試験機の外観 
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